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も
く
じ　中心伽藍耐震改修工事が

終盤に差し掛かっていた平
成２８年９月から１２月まで「英
霊堂補強工事」が行われまし
た。明治３９年（１９０６）に落慶
を迎えた英霊堂は、明治時代
の貴重な建造物として、現在
は大阪市指定の有形文化財に指定されています。建立から１００年
以上が経ったタイミングで、お堂の四隅の大柱の補強工事と、万が
一の場合の為に堂内避難所の設置工事を行いました。
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　前回に引き続き、境内の神社について紹介いたします。今回は「願
がん

成
じょう

就
じゅのみや

宮」を中心に、江戸後期から近代に
かけての変遷を辿ります。
　江戸時代、境内南西には4つの社殿が鎮座していました【挿図１】。江戸後期の文化年間（1804～17）、こ
の内の三

さん

宝
ぽう

荒
こう

神
じん

が境内南東にある聖霊院付近に移築され、
元々同所にあった熊

くま

野
の

権
ごん

現
げん

と合祀されます。また如
にょ

来
らい

荒
こう

神
じん

は境内北西にある椎
しい

寺
でら

薬師堂の西手に移築され、六時堂に
祀られていた北

ほく

辰
しん

星
せい

（妙見宮）を合
ごう

祀
し

しています。稲荷社は
移動せず、残る山王社は焼失し、再建されることはありません
でした。一方、願成就宮と
いう社殿ですが、古い史
料には確認されず、その
建立は江戸時代後期の
文政～天保年間（1818
～43）とみられます。また
椎寺の近辺にあったとい
うことだけ判っています。
　明治26年（1893）に編纂された『四天王寺由緒沿革記』には「願成就祠 椎寺の西に在り」と記されていま
す。椎寺薬師堂の西手には「如来荒神・妙見宮」の御社がありましたので、ここを「願成就宮」として合祀した
と考えられます。また、同32年の願成就宮再建に関する書類が残されています。この頃は境内全体で様々な
整備事業が行われており、その一環とみられます。
　続いて、大正時代の史料には願成就宮に物

もののべの

部守
もり

屋
や

を祀っていたことが記されています。守屋は江戸時代
まで、先述した熊野権現社に祀られていたことが『摂

せっ

津
つ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

』などに紹介されていますが、幕末の文久
3年（1863）に聖霊院一帯の火災で焼失しています。聖霊院は明治前期に再建されていますので、恐らくこの
頃に願成就宮に合祀されたのでしょう。
　以上、史料の制約上多くの推測を含みますが、江戸時代に存在した複数の小社は、様々な理由で願成就
宮に集約されていったことになります。その後、昭和4年（1929）には、南大門の外に移築されます。昭和10年
の境内実測図を見ると、国道を挟んだ向かいの三角地帯という特殊な土地となっています【挿図２】。この国
道は昭和2年の大阪都市計画に伴い境内地が収用されて開通したのですが、大正期の平面図に道路を重
ねると、出っ張った境内地が飛び地として残ったことがよくわかります【挿図３】。願成就宮の移築は、この狭く
使い勝手の悪い土地を有効活用するためとも考えられます。この
社殿も昭和20年の大阪大空襲により焼失、その後再建されることな
く、現在は天王寺小学校の敷地となっています。なお、物部守屋は
聖霊院の東に「守屋祠」を建てて現在もお祀りしています。
　現代では、何故お寺の中に鳥居や神社があるのかと尋ねられる
こともありますが、日本人は長い歴史の中、神仏習合といい、神も仏
も分け隔てなく大切にしてまいりました。その心の根底には、聖徳
太子の和の精神が流れているのでしょう。　

〔渡邉慶一郎〕
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四天王寺の歴史
四天王寺伽藍の変遷

 第7回 明治時代の伽藍（境内の神社） ②

【挿図1】「元和再興四天王寺図」 18世紀

【挿図2】「大阪四天王寺境内実測平面図」 昭和10年（1935）

【挿図3】「大阪四天王寺境内外土地実測図」 
大正頃の平面図を昭和10年に写したもの
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